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るために，倒立金属顕微鏡（㈱ニコン，ECLIPS MA200）



 

 

を用いて断面観察を行った．  

 試験片は，各条件によりアルマイト膜を形成させた試

料から 10×10 mm のサイズに切り出し，エポキシ樹脂中

に埋没後，エメリー紙および粒径 0.3 μm のアルミナ粉

末により断面を鏡面状態に研磨した．これを金属顕微鏡

により断面観察し，皮膜の厚さを実測した． 

 

 － 電解着色法による皮膜のカラー化 

作製したアルマイト膜への着色として，電解着色法を

用いた．この方法は，アルマイト孔中に金属を電解析出

させ，析出した金属コロイド粒子が光を散乱することに

より皮膜が着色されるものである 4）．本研究では，可

視から近赤外の波長領域において高い吸収率を得ること

を目的としているため，黒色への着色が望まれる．その

ため，アルマイト孔中に析出させる金属として，欧米に

おいてアルマイトのブラック処理として一般的に用いら

れているスズを選択した 5）．電解溶液には，硫酸スズ，

硫酸，酒石酸および硫酸アンモニウムをそれぞれ 15 g/L，

15 g/L，20 g/L および 50 g/L を溶解させた水溶液を用

いた．電解析出条件は，電解槽電圧を定電圧法で AC10V， 

浴温度を 20 ℃とした．陽極にはカーボン板（100×90×

1.0 mm）を用い，電極間距離を 100 mm として析出時間

2 ～ 15 分間で処理を行った．その結果，黒色皮膜が形

成され，析出時間に対する色差変化から着色程度は 15分

間の処理によって，ほぼ平衡状態になったと考えられた．
6）

なお，電解処理中は電解液の撹拌を十分に行った．  

 

 － 皮膜の評価 

 － －  

－ －  

 

 

. 結果および考察 

  －  アルマイト膜の膜厚測定 

 30 分間の陽極酸化処理を行った試験片の断面写真を，

図 1 に示す． 

断面観察の結果，約 21 μm の膜厚を持ったアルマイ

7）．

－  皮膜の評価 

 － －   日射吸収率の測定 

紫外可視光分光光度計により測定した分光反射率ρの

電解析出時間に伴う変化を，着色された領域の中心近傍

における 1 ヶ所について測定した結果を例として，図 2

に示す． 

 

図 1 30 分間の陽極酸化処理を行った試験片の  

断面観察写真  

（（a）：アルマイト膜，（b）：アルミニウム）
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ト膜が形成さていることが分かった．このことから，30 分

間の陽極酸化処理によって，染料への浸漬による染色を

行った場合に十分な染色性を得るために必要な膜厚を持

ったアルマイト膜が形成されていることが分かった

 

電解着色法により着色した試験片の日射吸収率αe を

測定するために，まずは紫外可視光分光光度計（日本分

光㈱，V－570）を用いて分光反射率ρを測定した．測定

位置は，着色された領域の中心近傍における 3 ヶ所とし，

その際の波長範囲は 300 ～ 2100 nm とした．また，測

定領域は 10×10 mm とした．次に，得られた反射率ρか

ら，JIS R3106 に準拠して日射吸収率αe を求めた． 

 

光照射に伴う試験片の温度変化の測定 

 電解着色法により着色した試験片の昇温特性を評価す

るために，光照射に伴う試験片の温度変化を測定した．

光照射には，人工太陽照明灯（セリック㈱， XC－

500EFSS）を用いた．照射光の照度は，結晶系太陽電池

測定用ソーラシミュレータについて規定している JIS C 

8912 に準拠し 1000 W/m2 とした．なお，照度は太陽光ソ

ーラーパワーメーター（Tenmars Electronics 社，TM－

207）により測定した．試験片は，断熱効果を得るため

に発泡スチロール容器内に固定し，厚さ 3 mm のソーダ

石灰ガラスの板で蓋をした．温度測定には熱電対を用い，

試験片の光照射面に対して裏側となる面の中心部分の温

度を測定した．光照射は，光源の出力が安定化してから

行う必要があるため，電源を投入してから 10 分間保持

したのちに試験片への照射を開始した．照射時間は 20

分間とした．この時間は，光照射による試験片の昇温速

度が 1 ℃/min 以下まで減少し，試験片温度が一定状態

であると判断できるのに十分な時間として設定した． 

 照射後の温度変化においても，試験片の温度が室温付

近に低下するまで測定した． 
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によって約 95 %の日射吸収率αe が得られた． 

(3) 人工太陽照明灯を用いて光照射を行った結果，試験

片の最高到達温度 Tmaxは日射吸収率αe の増大に伴い

増加した． Tmax は，αe が約 95 %の試験片の場合に

最も高く，約 91 ℃であった．  

以上の結果から，アルマイト孔中にスズを電解析出さ

せて黒色に着色したことで約 95 %の日射吸収率を示し

た試験片では，太陽光の照射によって約 91 ℃まで加熱

できることが分かった．  
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